
ご利用の際は、通信費等の費用が
かかります。

P.88

ホームページから使いかた動
画をご覧いただけます。 
スマートフォンやタブレット
端末で読み取ってください。
詳しくは



































エコキュートの上手な使いかたポイント
■上手にお湯を沸き上げる

まずは、少なめに沸き上げる「おまかせ節約」に設定して使用します。

ときどき使用湯量目安、残湯量目安、使用実績を確認します。

タンクのお湯が足りそうなときは、「おまかせ節約」のまま使用します

タンクのお湯が、頻繁に足りなくなるときは、「おすすめ設定」を確認して、設定
を変更します。

タンクのお湯が、足りなくなりそうなときは、「タンク沸き増し」ボタンを押して
お湯を沸き上げます。
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エコキュートは、日々のお湯の使用量を自動的に学習し、
その学習結果をもとに、深夜時間帯にお湯を沸き上げ、
タンクにためますが、「沸き上げ設定」で、多めに沸き上
げるか、少なめに沸き上げるかを選ぶことができます。

●｢おまかせ節約｣は、昨日までの7日間の平均使用量を沸き上げる設定
　です。
●工場出荷時は｢おまかせ節約｣が設定されています。          を押し、リ
　モコンの表示を確認してください。

●「使用湯量目安」は、本日これまで使ったお湯の量と、昨日と昨日までの
　６日間の平均使用湯量の目安で、同時刻と1日分を表示します。
　使用湯量は、リモコンの給湯温度設定値で換算しています。

●「残湯量目安」は、本日これから使えるお湯の量の目安です。現在の残湯
　量と昨日の同時刻以降に使ったお湯の量を表示します。
　残湯量は、リモコンの給湯温度設定値で換算しています。

●「使用実績」は、昨日までの７日間の日々のお湯の使用量を表示します。
　給湯温度４２℃のお湯として換算しています。

●お湯がたくさん余りそうなときは、「湯切れ防止設定」を「切」にします。

●｢おすすめ設定」は、「沸き上げ」と「湯切れ防止」のおすすめ設定をお知
　らせします。現在の設定（黒地に白文字）におすすめマークが付いていな
　いときは、おすすめマークの付いた設定に変更します。
●お湯の使いかたが変わったときは、再度「おすすめ設定｣を確認します。

●いつもに比べてお湯を使い過ぎていないか、いつものペースでお湯を使うとタンクのお湯が不足しない
　かを調べます。

より省エネで経済的に
ご使用いただくための
ポイントを紹介します。

････
･･･････

▼

･･････････
･･ ▼

･･ ▼

･･ ▼

･･････････････････････････････

P.67

P.41

P.68

P.45

P.42

1時間で沸き上げるお湯（約40℃）の量の目安　

約120L（冬季）～約240L（夏季）

台所リモコン ふろリモコン

すめ設定」を確認して、

台所リモコン ふろ

績を確認します。

使用量を沸き上げる設

います。    を押し、



■上手に機能を使い、上手にお湯を使う
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エコキュートにはいろいろな機能があります。上手に使い、上手に節約しましょう。

「沸き上げ設定」を「おまかせ節約」に設定すると、無駄がないよう少なめに沸き上げます。

お湯の量が十分で沸き上げが必要ない場合は、「湯切れ防止設定」を「切」にしましょう。

最後にお湯を使う時間が決まっている場合、「湯切れ防止」の「節約設定」を有効にすることをおす
すめします。

旅行などで不在となるときは、「使用休止予約」で沸き上げの休止を設定しましょう。

蛇口やシャワーは出しっぱなしにせず、こまめに止めましょう.

入浴時刻に合わせて湯はりをしましょう。できるだけ続けて入浴して、保温時間を短くしましょう。

入浴していないときは、浴そうのふたはきちんと閉めましょう。

浴そうのお湯を温めるときは、「高温さし湯」を使いましょう。

浴そうのお湯は、昨日の残り湯を沸かし直すより、新たに湯はりしましょう。

「使用湯量目安」や「残湯量目安」、「使用実績」を確認し、節約の目安にしましょう。

シャワーアラームを設定してシャワーの使用時間と使用量を
確認し、お湯を使い過ぎないようにしましょう。

●無駄な沸き上げを行わず節約につながります。

●設定した時刻以降の「湯切れ防止」による沸き上げを休止し、深夜時間帯に沸き上げることで電気料金
　が節約できます。

●蛇口やシャワーなどでお湯を１日使わなくても、タンクのお湯の温度が自然放熱などの影響で下がるため、自動的に
   沸き上げを行いますが、「使用休止」中は沸き上げを行わず、節約につながります。

●「追いだき」などの回数が少なくなり、タンクのお湯の節約につながります。

●わずかな隙間からでも熱が漏れ無駄につながります。

●「ふろ自動」や「追いだき」よりもタンクのお湯を節約できます。

●タンク内の温度低下が大きく、湯切れしやすくなります。

P.67

P.68

P.68

P.49

P.30

P.34

P.41

P.43

ふろリモコン

ふた

普段と異なるお湯の使い方をする（お湯を多く使用する)場合
＜例＞（1）2人で使用していたが、盆、正月に子どもが帰省してお湯の使用量が増える
　　  （２）前日よりも急にお湯の使用量が増える
●タンク残湯目盛を確認し、お湯が不足する可能性がある場合、「タンク沸き増し」をします。
●沸き上げ設定を「おまかせ多め」に変更する、または「湯切れ防止」設定を「全量」へ変更します。

P.45P.16
P.68P.67























「ふろ」を使う（つづき）























































































































ホームページから使いかた動画を見る

蘆ご利用の環境によっては、コードの読み取り、動画の再生ができない場合があります。
蘆ご利用の際は、通信費等の費用がかかります。
蘆使いかた動画のホームページ掲載は、予告なく中止することがあります。

お知らせ

■スマートフォンやタブレット端末を使うとき（コードが読み取れるとき）
①コードを
　読み取る

■パソコンを使うとき（コードが読み取れないとき）
①URLを入力　　http://kadenfan.hitachi.co.jp/manual_movie/kyutou/2016/index.html
②見たい項目を選択
③再生

②見たい項目を
選択

③再生








